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　農福連携は、全員参加型の社会を目指し、
地域農業の継続と発展を導き、さらに地域活
性化につながることから、自治体の役割は欠
かせないと考える。今後、農業と福祉を連携
させるために人材育成と支援組織、地域協議
会等を立ち上げる考えはないか問う。

質問

定例会の一般質問
1 農福連携の推進について

　障害者優先調達推進法が自治体に求められてい
るなかで、「受注の機会の増大の措置」ならびに「供
給する物品の及びその調達の目標」について取り
組み内容と今後の方向性について問う。

関連再質問
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　森林は、国土の保全、水源のかん養、木材
の生産等の多面的機能の発揮によって市民生
活及び地域経済に大きな貢献を果たしてい
る。「鹿屋市森林整備計画」に基づき、持続
可能な林業政策を打ち出しているが、林業経
営の効率化と森林管理の適正化を推進するた
め、「森林経営管理制度」を活用した新たな
補助事業施策の仕組みづくりについて本市の
考えを問う。

質問
2  林業政策の強化について

① 零細林業経営体の採算性向上を図るため、林業経
営体の育成および技術者育成と労働災害研修等の
支援策について

② 国・県と連携した担い手確保や後継者育成に向け
た林業就業増加について

関連再質問
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　人工知能、ＡＩなどの技術革新が急速
に進むなど、予測困難な時代を迎えるな
か、社会の変化を見据え、学校教育にお
いては、2020 年度より外国語教育、プ
ログラミング教育を必修化するなど、学
習指導要領が約 10 年ぶりに改訂された。
そこで、自分たちの育った郷土に誇りを
持ち、将来ふるさと鹿屋のために貢献で
きる独自の人材教育を目指すため、本市
の将来を担う子どもたちをどのように育
んでいくのか本市教育の指針を問う。

質問

　
　地域公共交通の目的は、公共交通機関
の空白地の解消や高齢者に対する交通の
提供など、福祉的な部分も含まれている。
公共交通の不便な地域の方々や免許返納
者を含む高齢者の方々の移動手段が危惧
されるが、鹿屋市における今後の交通手
段をどのように推進していくか問う。

① 民間バス路線は基幹型として、くるりんバ
スや乗合タクシーはさらに地域に入り込ん
だ形として、それぞれの役割を分担した地
域公共交通体制の連携・推進について

② 鹿屋市独自の施策の展開を図っていく時期
に来ていると思うが、思い切った発想を持っ
て、地域住民の立場に寄り添い、地域実情
に沿い機能を活かした具体的手法の提案に
ついて

質問

関連質問

① 病気療養や不登校など学校で授業を受けら
れない児童生徒のために、ＩＣＴを活用し
た自宅学習をサポートする体制づくりにつ
いて

② 電子書籍の普及が進んでいるが、今後、読
書教育をどのように進めていくのかについ
て。

関連再質問
1  教育行政について

2  公共交通体制について
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　今後も中長期的な福祉・経済の両面に
おける対策が必要と考えられる。新型コ
ロナと共存していくには産学官金連携に
より政策イノベーションを生み出し、実

効性の高い価値あ
る政策を進めるこ
とがカギであると
考えるが、今後の
市政運営について
問う。

質問

1  新型コロナウイルス感染防止における本市の対応に
ついて

　
　サツマイモ基腐病の防除について、国・
県に対しどのような原因究明と支援策の
要望を行ったのか。また、早急に効果的
な農薬の開発や確実な防除対策が確立さ
れることを期待するが今後、サツマイモ
生産体制強化に向けた農家支援対策を問
う。

質問

1  サツマイモの基腐病
について

① 市民の生命や財産、安全を守り、公益を維
持する観点から業務継続計画（ＢＣＰ）策
定状況及び公開について。

② 各関係団体の組織に属さない事業者や市民
の方々から情報の汲み上げをするため、そ
の役割と機能を受け取る政策提案制度の再
構築について。

関連質問
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　新川町の浸水被害について、直接の原
因をどのようにとらえているか。また、
原因の調査、対応策をはじめ、国への提
案や適正な維持管理など今後、どのよう
に進めていくのか問う。

① 災害復旧における用水取水堰と河川護岸の
護岸決壊の復旧について

② 笠野原台地の急傾斜地域における農地排水
未整備地区における農村地域の防災力の向
上について

質問

関連再質問

2  豪雨対策について

整備後

整備前

整備後

整備前

整備後

整備前

整備後

整備前
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1  農業政策について
　
① 畑かん整備事業は将来的な営農生産体 

制の確立に向け重要な事業であるが、
事業の進捗状況と今後の営農推進につ
いて

② 輪作促進による耕地の有効活用・農家
所得向上についてこれまでの取組成果
と今後の対応について

③ 農業者の高齢化が進む中、従事者の離
農や中山間地域においては耕作放棄地
や遊休農地の拡大が喫緊の課題として
考えられる。耕作放棄地を地域の「余
力」と捉え、農地集積・集約をさらに
推進した農業再生の取り組みについて

④ 本市の基幹産業である農業を維持、発
展させるためには担い手の確保が課題
であるが、新規就農の育成、確保に向
けたこれまでの取組成果と今後の推移
について

⑤ 令和４年度に和牛のオリンピックであ
る全国和牛能力共進会が開催される
が、和牛日本一連覇に向け、和牛の生
産振興と産地としての知名度向上など
の効果が期待される。出品対策や気運
醸成などの対策について

質問
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よし　　  おか

・自由民主党
　鹿児島県連青年局員
・�肝属中部地区
　畑地かんがい事業推進協議会員
・�鹿児島県農業教育振興会員

各組織員

・吾平小・中学校ＰＴＡ役員
・鹿屋工業高校工友会　幹事
・美里吾平コミュニティ協議会員
・姶良河川愛護会員
・美里あいら宮下相撲保存会員
・鹿屋市スポーツ推進委員
・鹿屋市消防団員

地域とともに

略歴
・出生地��鹿屋市吾平町
・特技��空手道（2段）
・昭和56�年1月23日生まれ（40歳）�

（西郷隆盛と一緒の誕生日）
・家族��妻、子２人
・鹿児島国際大学��経済学部卒
・座右の銘「敬天愛人」

職歴
平成30年度
・産業建設委員会�副委員長
・鹿屋市スポーツ議員連盟�役員
令和元年度
・文教福祉委員会�副委員長
・都市政策審議会�委員
令和２年度
・市民環境委員会�副委員長
・会派黎明（新会派の創設）
令和３年度
・総務委員会�副委員長
・鹿屋市林業活性化議員連盟
　役員（令和元年度～）
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